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Ⅰ．ロジスティクス・オペレーションの内容

１．ロジスティクス・オペレーションの概念と役割 （１）ロジスティクスと物流

イ  ロジスティクスの重要性と定義

ロ  ロジスティクスとサプライチェーン

ハ  物流と物流機能

（２）ロジスティクス・オペレーションの目的と注意点

イ  ロジスティクス・オペレーションの目的

ロ  荷主の企業経営におけるロジスティクス・オペレーション

ハ  ロジスティクス・オペレーションにおける注意点

２．輸送包装の適正化・標準化 （１）輸送包装の適正化

イ  適正包装の定義

ロ  輸送包装における適正包装と適正荷役

（２）物流機器と包装モジュール

イ　包装の標準化

ロ  包装のモジュール化

（３）データキャリア

イ　１次元シンボルと２次元シンボル

ロ  ＲＦタグ（電子タグ）

３．パレチゼーションとコンテナリゼーション （１）一貫パレチゼーション

イ  ユニットロードシステム

ロ  パレチゼーションの概要

ロ  一貫パレチゼーションの経済効果の考え方

ハ  一貫パレチゼーション推進のための検討事項

（２）コンテナリゼーション

イ  コンテナリゼーションの概要

ロ  コンテナリゼーションの輸送の流れと契約の特徴

ハ  コンテナリゼーションにおける積付け上の留意点

ニ  コンテナの運用効率

ホ  コンテナリゼーション推進のための検討事項

Ⅱ．物流センターの計画と管理・運営

４．物流センターの計画 （１）物流センター計画の進め方

イ  物流拠点と物流センター

ロ  物流センターの種類と特徴

ハ  物流センター計画推進の必要性と目的の明確化

ニ  物流センターの計画手順（概略設計、基本設計、詳細設計）

（２）物流センター計画の分析手法

イ  取り扱う物（商品や物資）の分析－Ｐ（Product）分析

ロ  物量の分析－Ｑ（Quantity）分析

ハ  経路の分析－Ｒ（Route）分析

ニ  物流サービスの分析－Ｓ（Service）分析

ホ  時間の分析－Ｔ（Time）分析

ヘ  レイアウトプランニング手法（SLP）の説明

２級 ロジスティクス・オペレーション
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（３）物流センターの立地計画とレイアウト計画

イ  物流センターの立地計画

ロ  物流センターのレイアウト計画

（４）物流センターのマテハンシステムの計画

イ  マテハンシステムの重要性と留意点

ロ  出庫方式の選択：ピッキングと仕分けの計画

ハ  保管方式の選択：スペース効率と作業の計画

ニ  搬送方式の選択とマテハン設備

（５）物流センターのオペレーション計画

イ  物流センターのオペレーション計画の作成

ロ  クロスドッキングの検討

ハ  流通加工

（６）物流センターの機械化・自動化計画

イ  機械化・自動化の目的

ロ  機械化・自動化の進め方

ハ  機械化・自動化にあたっての効果・留意点

（７）物流拠点における情報システム

イ  物流拠点における情報システムの考え方

ロ  在庫管理システム

ハ  作業管理システム

ニ  倉庫管理システム

５．物流センターの管理と運営 （１）オペレーションとオペレーションミスの防止対策

イ  物流センターでのオペレーション

ロ  オペレーションミスの原因と防止対策

ハ  オペレーションミスを防ぐための調査と管理上の対策

（２）品質管理手法

イ  小集団活動

ロ  ＱＣ７つ道具

ハ  ＩＳＯ９００１

（３）作業改善の分析手法

イ  作業改善の手順

ロ  分析手法の概要

ハ  ワークサンプリング

ニ  タイムスタディ

ホ  時間研究（ＭＯＳＴ）

ヘ  動作分析（サーブリック分析）

ト  工程分析

（４）コスト分析手法

イ  活動基準原価計算（物流ABC）

ロ  物流センターの設備投資計画に対する経済性計算

（５）荷役作業の安全

イ  ハインリッヒの法則（１：２９：３００）

ロ  危険予知訓練（ＫＹＴ）

ハ  現場のリスクアセスメント

ニ  荷役作業における事故の実態

ホ  作業資格

ヘ  技能講習
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Ⅲ．輸送機関の選択と輸配送システムの計画

６．輸送機関の特性と選択方法 （１）輸送機関の特性

イ  輸送

ロ  自動車貨物輸送

ハ  鉄道貨物輸送

ニ  船舶貨物輸送

ホ  航空貨物輸送

ト  近年の話題となっている新しい輸送機関と技術開発

（２）輸送機関の選択方法

イ  輸送機関選択の考え方

ロ  輸送時間と輸送コストの関係

７．輸配送システムの計画 （１）輸配送システムの基本設計

イ  物流センターの数の設定

ロ  物流センターの配送エリアの決定

ハ  配送手段の選択と組み合わせ

ニ  多様な方法の事例

ホ  トラックの原価計算

（２）輸配送計画のためのツール

イ  輸配送計画の考え方

ロ  配車システム

ハ  道路情報システム

ニ  貨物追跡システム

ホ  求荷求車システム

（３）物流の共同化（共同輸送、共同配送）

イ  共同輸送の特徴と種類

ロ  共同配送の特徴と種類

ハ  在庫管理を含めた物流の共同化

ニ  物流共同化の検討項目と進め方

（４）特殊輸送

イ  かつ大品と重量品の輸送

ロ  要冷品の輸配送

ハ  危険物等の輸送

ニ  廃棄物輸送

ホ  その他の特殊輸送

Ⅳ．国際化と社会への対応

８．国際輸送 （１）国際輸送に関する諸条約・諸規定

イ  諸外国における物流事情

ロ  国際輸送に関する国際条約

ハ  国際輸送と取引条件

ニ  貿易管理制度

（２）海上輸送

イ  海上運賃

ロ  船荷証券

ハ  コンテナ貨物の船積み
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（３）航空輸送

イ  国際航空輸送制度

ロ  航空貨物代理店と利用運送事業者

ハ  航空運送状

ニ  航空貨物運賃

（４）国際複合輸送

イ  国際複合輸送の現状

ロ  ＮＶＯＣＣとフォワーダー

ハ  フォワーダーの国際物流サービス

９．ロジスティクスの社会への適合 （１）環境問題とモーダルシフト

イ  輸送にかかわる環境問題

ロ  モーダルシフトへの取り組み

ハ  企業の環境対応の取り組み

（２）企業の社会的責任と貢献

イ  企業の社会的責任

ロ  コンプライアンス

ハ  ＳＤＧｓ

（3）労働力問題と自然災害

イ  労働力問題

ロ  災害問題

ハ  企業の防災対策（BCP）
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